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「まちづくり好循環プロジェクト（以下「プロジェクト」という。）」 

の構築について 

 

１ 改定基本計画におけるプロジェクトについて 

⑴  プロジェクトの定義 

 ・ 将来のうつのみや像の実現に向けて，効果が高い先導的な取組や複数の

分野の連携が不可欠な横断的な取組，他の分野への波及効果が高い取組 

・ 特定の課題の解決に向け，分野ごとの施策・略事業等を一つのプロジェ

クトとしてパッケージ化し，一体的に実施することで，相乗効果を発揮さ

せるもの 

  

 ⑵ プロジェクト検討に当たっての基本的な考え方 

・ 改定基本計画においては，「スーパースマートシティ」を構成する「３

つの社会」ごとにプロジェクトを構成する。 

・ プロジェクトごとに，分野横断的な視点を要する３程度の「取組テーマ」

を設定し，「取組テーマ」ごとに具体的な施策を検討する。 

  

【「取組テーマ」設定の考え方について】 

・ 「取組テーマ」は，プロジェクトごとに３程度設定する。 

・ 設定する「取組テーマ」は一定のコンセプトを持って設定する。 

 「取組テーマ」のコンセプト 

① ＳＳＣの基盤となるＮＣＣとの好循環を生むテーマ 

② より幅広い視点を要するテーマ 

③ 横断的テーマのうち，各社会のコアとなるテーマ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

テーマ② 

より幅広い視点を要

する部分 

テーマ① 

NCC との好循環を生

む部分 

 

テーマ③ 

横断的テーマのうち，各

社会のコアとなる部分 
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２ 「まちづくり好循環プロジェクト」構築の進め方について 

・ 資料２において設定した「取組テーマ」の実現に資する事業等（既存事業，

実施計画要求事業，戦略事業）の抽出を行う。 

・ 抽出した事業を組み合わせてプロジェクトとしてパッケージ化し，プロジ

ェクトにより実現したい状態を具体化する。 

 

【プロジェクト構築のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組テーマ① （仮称）地域共生の居場所づくり 

まちなかや各拠点，さらにはオンライン空間など，様々な場所に多世代が交流できる「居

場所」があり，子どもから高齢者など，誰もが交流し，時に学び合い，支え合うことができ

る環境づくりを進め，「見えづらい」問題に寄り添い，支え合うことができるまちを目指す。 

健康・福祉・医療 魅力・交流・文化 子育て・教育・学習 都市空間・交通 

居場所づくり事業 

生涯学習講座 
老人クラブ活動 関係人口ﾏｯﾁﾝｸﾞ 空き家等活用 

空き家や空き地を活用し，親と子どもの居場所づくり事業，生涯学習講座，老人クラブ活

動などを一体的に実施することで，多世代が学びながら交流できる空間を創出。講座の内容

は東京圏のスタートアップ企業の代表による「デジタル空間での交流について」であり，講

座をきっかけとして，当該企業と地元団体との関係が生まれ，当該企業によるサービスの実

証実験を行うこととなるとともに，市内のサテライトオフィスへの入居が実現 

東京圏企業誘致 

産業・環境 

パッケージ化・ストーリー化 

目指すべき状態の例 


